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照間海岸の化石調べ　パート２
〜化石から体の大きさを想ぞうしてみよう〜

那覇市立天久小学校
3 年 岩瀬 暖花
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講　　評

　昨年、うるま市照間海岸で発見した４７個の化石を丁寧にスケッチし、標本にして、博物館の展示化石
の特徴と比較し、その特徴をみつけ、根拠となる理由を明らかにして仲間分けをしていました。
　今年は、追加発見した約３００個の化石を写真撮影し、ＩＤを与えて管理した上、昨年の結果から導き
出したことを元に、分類したり、昨年の化石を再吟味する地道な研究を行っています。それだけでなく、
発見した化石からその生きていた時の大きさを知るために、図鑑を調べたり、水族館の現存する生物の骨
格と比較したりすることで、化石の生物の大きさを小学生らしい目線で割り出して、イラストで描き、相
対的な大きさを比較するなど楽しみながら研究を進めている様子がレポートの中にあふれています。
　これからも興味を広げて、照間海岸のどこで見つけたのか、どんな状態で見つけたのか地図で示したり、
状態を明記したりすると、新しい発見が見つかるかもしれません。化石の同定についてもさらに新しい情
報をもとに検討を重ね、素敵な発見ができることを楽しみにしています。
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コーヒーの粕（かす）かな可能性
〜コーヒー粕の飼料化に向けた取り組み〜

沖縄県立南部農林高等学校
３年 新城 暁大　　３年 垣花 杏　2 年 竹森 なな花 　2 年 金城 夢月

2 年 山城 聖　 2 年 仲座 彩　 2 年 平安 花林　 2 年 伊敷 優希
 1 年 金城 琉明　 1 年 崎原 莉渚　1 年 末好 悠真　1 年 新崎 祐綺子

1 年 兼元 大翔　1 年 山城 波輝　 　1 年 西里 陸
								      
１．はじめに
　家畜飼料の多くを外国の輸入に頼っているわが国では、過去
10 年間の穀物値の傾向からみても飼料費は年々増加しており、
飼料のコストが農家にとって一番大きな負担になっています

（図 -1）。

２．課題設定
　飼料の構成は、大豆粕やふすま等の粕の成分が多く混合され、
栄養価が高く、安価で家畜の嗜好性が良いことが望まれていま
す。畜産農家の取り組みや先輩方の過去の研究からも飼料コス
ト削減の方法として、未利用資源を利用する事が有効であると
考えられています。そこで私たちは、コスト削減を目指した新
たな飼料の開発をしたいと考え、プロジェクトチームを結成し
ました。私達が着目したものはコーヒー粕です。近年、コーヒー
ブームによるコーヒー消費の増加に伴い廃棄されるコーヒー粕
は大量に出ています。しかしアンケートの調査結果からみても、
肥料や脱臭剤として利用にとどまっているのが現状です（図 -
2）。
大量に廃棄されるコーヒー粕を飼料として再利用できないかと
考え、新たな飼料資源としての有効性と利用価値について研究
したいと思い、課題を設定しました。

３．コーヒー成分の把握と特性　
　コーヒー粕 100 ｇあたりの熱量は 151Kcal で、主体となる
成分の PFC 値です（図 - ３）。ごはん約 100 ｇの栄養価に相当
します。その他の成分は、健康成分のポリフェノール、刺激物
質であるカフェインが含まれています。水分量が多いため保存
性に難点があり、コーヒー抽出後に放置しておくと雑菌が繁殖
しカビが多く生えてきます。ただ、刺激物質が含まれている
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図 -3　コーヒー粕の成分

図 -2　消費量とアンケート結果

図 -1　飼料のコスト比較
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せいかウジ虫などの害虫の発生は見られませんでした。このコーヒー粕を 1 日天日干しにすると乾燥状態が保たれ、
保存性が高まることが分かりました。

（1）飼料へのコーヒー粕添加実験
　コーヒー粕が飼料として有効なのか市販の飼料と混合し、嗜
好性、体重増加の比較実験を行いました。供試鶏としてブロイ
ラーを用いました。　　　
　実験の結果、コーヒー粕の添加量が増加するに伴って給餌率
が低下し、体重増加も見込めませんでした（図 -4)。また、糞
尿の状態は、下痢状の軟便で黒褐色をしていました。
　通常飼育の場合、季節によって便の状態は変化しますが、黒
褐色の軟便は消化不良によるものだと考えられ、コーヒー粕が
消化不良を起こしているという可能性が考えられました。 給
餌率の低下と消化不良の原因を調べた結果、コーヒーに含まれ
る化合物の臭い成分が嗜好性の低下を引き起こし、刺激物質で
あるカフェインが体重増加を妨げている可能性があることが分
かりました。

（２）コーヒー粕の改善
　刺激物質であるカフェインを分解し餌への嗜好性、体重増加を促すため、コーヒー粕の改良を行いました。動物の
消化器官の構造を見ると、微生物の働きが消化吸収を助けており、飼料であるサイレージや発酵粕も、嗜好性と旨味
成分の向上や有害物質の分解に微生物が大きく関わっている事がわかっています。そこで、飼料を発酵させることで
嗜好性が向上し、刺激物質のカフェインを分解できるのではないかと考え、市販の発酵食品の 4 つを種菌として使
用し、発酵実験を試みました。

改良実験１　発酵菌の選定と添加量の検討
　コーヒー粕 100g にイースト菌、納豆菌、麹菌、乳酸菌をそ
れぞれ混合し、発酵させました。コーヒー粕にいれる発酵菌の
添加量を決定するため、水分状態、臭いの変化を官能試験で評
価しました（図 -5）。発酵終了の目安は、コーヒー粕に白い菌
糸が全体の約半分まわった状態としました。

 図 -5   官能試験の評価

図 -4　コーヒー粕添加実験
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　各試験区ともに150ml から添加濃度を増加するに伴っ
て官能試験の結果はよくありませんでした。逆に、添加量
を低くすると発酵までの期間が長くなり、条件によっては
腐敗する結果になりました。これらの結果から、150ml が
菌の添加量に適していると判断しました。発酵菌の中で動
物由来の乳酸菌は菌増殖過程においてカビが多く発生し、
数回の実験の結果、発酵菌として利用するには更なる工夫
が必要であることがわかりました。これらの実験から、イー
スト菌、納豆菌を発酵菌と選定し、添加量は150ml と定め
ました（図 -6）。 

改良実験２　発酵コーヒー粕の成分分析
　コーヒー粕中のカフェインが発酵によってどのように変
化しているのか、環境科学センターに分析を依頼しました。 
これが、各試験区の結果です（図 -7）。イースト菌区、納
豆菌区でカフェインの量が変化している事が確認され、発
酵によってカフェインが分解される事がわかりました。

【３】発酵コーヒー粕の飼料としての価値
　発酵コーヒー粕を飼料として利用するにあたり栄養的価
値を検討しました。食品残渣として利用される代表的な粕
を比較対象とし、飼料栄養率を算出しました。算出方法及
び結果は次のとおりです（図 -8）。他の食品残渣よりも栄
養的価値が高い事がわかり、飼料としての有用性を確認す
る事ができました。

【４】ブロイラーによる肥育実験
　発酵させたコーヒー粕を飼料に添加し、嗜好性、体重増
加、成長に与える影響を調べることにしました。発酵コー
ヒー粕の飼料への添加割合は 10％とし肥育実験を行いま
した。試験期間は以下のとおりです
　結果、給餌量を比較すると納豆菌区は標準区と差はあり
ませんでした。体重増加量はイースト菌区は標準区と同等
の結果を得ることができました。中でも納豆菌区は標準区
よりも高い値を示しました。飼料効率の観点からも発酵
コーヒー粕が飼料として実用性があることが確認されまし
た。これらの実験からブロイラーの体重増加を妨げていた
のはカフェインであり、それを分解する事でコーヒー粕に
飼料としての価値を見いだすことができました ( 図 -9)。

図 -6　官能試験の結果

図 -7　醗酵コーヒー粕のカフェイン変化

図 -8　飼料栄養率

図 -9　ブロイラーの肥育実験結果
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 【５】飼料コストの算定
　ブロイラーの肥育に要するコストを市販の飼料と比較しまし
た。通常 1 羽あたりの飼料費は 407 円かかります。飼料に発酵
コーヒー粕を 10％添加することで削減されるコストは 1 羽あた
り 39 円のコスト削減になり、一般的なブロイラー農家の飼養羽
数 3 万 6,000 羽に換算すると 1,404,000 円のコスト削減になり
ます。これは純利益に繋がり収入増が見込める事がわかりました

（図 -10）。

【６】普及活動 
　経営改善の役に立てればとの思いから普及活動を行いました。
研究報告書をまとめ毎月行われる農産即売の南農市、南部地区の
養鶏農家及び JA おきなわに啓発活動を行いました。情報発信後、
おもしろい研究と好印象を受け交流活動、出前講座を行うことに
なりました。JA おきなわ畜産部の安里さんより「素晴らしい研
究！飼料としての効果がでており、ブランド鶏として流通すると
おもしろい！」とのお言葉をいただき、研究が畜産業の活性化に
繋がると自信を持つことができました（図 -11）。

５　考察・まとめ
１．コーヒー粕の成分及び特性、現状を知ることができた。
２．コーヒー粕を添加するだけでは、カフェインの影響で 鶏の
体重増加は見込めない事が分かった。
３．発酵菌の中でも、イースト菌、納豆菌がカフェインを分解す
ることがわかった。
４．発酵コーヒー粕を与えた場合、体重増加量は標準よ りも納
豆菌が良く、イースト菌は給餌量が低かったものの標準区と同じ
体重増加を示した。
５．発酵コーヒー粕の栄養率、飼料効率、体重増加量の結果から
飼料としての価値を見出せた。
６．普及活動として研究の成果報告ができ、地域との交流、出前
講座から研究に自信を持つことができた。

６　今後の課題
１．原料としてのコーヒー粕の入手方法
２．嗜好性の向上にむけた発酵コーヒー粕添加量の検討
３．発酵コーヒー粕の保存についての検討
４．飼料としての地域へ定着活動 
								      
	

図 -10　飼料コストの算定

図 -11　普及活動
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講　　評

　農業分野において様々な廃棄物を利用した研究がこれまでもなされているが、本研究ではその対象にコー
ヒー粕を選んだ点が特徴的な研究である。研究の実施についても予想を立てながら取り組んでおり、上手
くいかなかったり壁にぶつかったときにメンバー間で試行錯誤しながら研究を進めていったことが、レポー
トからも伝わってきた。レポートなどの活動日誌等への記録は、研究を進めていく上で一見地味な作業で
すが、非常に大切な学習ですのでこれからも継続していって欲しい。
　コーヒー粕を飼料化するにあたって、最適な微生物を調べるために添加量・発酵期間ごとに実験を繰り
返し、イースト菌、納豆菌がカフェインを分解し飼料化に有効であることを発見し、その結果も検査機関
での分析から、科学的に証明した点は高く評価される。
　今後は、地域の畜産農家や関係団体との連携を図りながら、発酵飼料の改良に取り組み、生育調査や肉
質の分析・経営コストの検証も実施していくことが研究の深化につながると思う。
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